
●
2
月
20
日	

全
日
本
仏
教
会
理
事
会  

於 

芝
・
明
照
会
館

●
2
月
25
日
　
遠
州
流
天
神
茶
会

●
2
月
26
日
　
大
本
山
護
国
寺
貫
首
小
林
大
康
猊
下
本
葬
儀

●
2
月
28
日
　
京
都
福
知
山
・
光
延
寺
歴
代
上
人
参
拝

●
3
月
2
日
　
京
都
桐
蔭
席
河
合
洋
氏
懸
釜

●
3
月
3
日
　
猿
江
別
院
納
骨
堂
地
鎮
祭
❶

●
3
月
7
日
　
浅
草
仏
教
会
東
京
大
空
襲
慰
霊
法
要

	
	

於 

浅
草
・
東
本
願
寺

●
3
月
10
日
　
春
季
例
大
祭
・
両
国
東
京
慰
霊
堂
❷

●
3
月
12
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
常
務
理
事
会

●
3
月
15
日
　
第
23
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
3
月
18
日
　（
公
財
）
東
京
慰
霊
協
会
理
事
会

	
	

於 

両
国
・
東
京
慰
霊
堂

●
3
月
20
日	

春
季
彼
岸
会
　
中
日
法
要
・
動
物
廟
法
要

●
3
月
23
日	

徳
島
妙
典
寺
平
島
盛
龍
上
人
正
子
母
堂

	
	

（
3
月
21
日
ご
逝
去
）
弔
問

●
3
月
27
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
新
会
長
・
大
本
山

	
	

増
上
寺
貫
首
小
澤
憲
珠
台
下
推
戴
御
挨
拶

●
4
月
1
日
　
当
住
久
美
夫
人
両
親
七
回
忌
法
要

	
	

於 

駒
込
・
江
岸
寺

●
4
月
4
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
事
務
局
会
議

●
4
月
5
日
　
烏
山
仏
教
会
花
祭
り
（
5
年
ぶ
り
）

	
	

稚
児
行
列
妙
善
寺
発
→
法
要
・
存
明
寺 

❸

●
4
月
9
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
理
事
会

	
	

於 

浅
草
・
涼
源
寺

●
4
月
14
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
・
全
日
本
仏
教
会
打
ち

合
わ
せ
会

●
4
月
15
日
　
当
山
日
照
上
人
・
慈
恵
院
・
智
覚
院
祥
月
忌

法
要
❹

	
	

大
阪
妙
道
寺
高
橋
顕
昭
上
人
分
骨
埋
葬
法
要

●
4
月
19
日
・
20
日
　
躑つ

つ
じ躅

観
賞
会

●
5
月
2
日
　
猿
江
稲
荷
大
祭
法
要
❺

●
5
月
2
日	

書
道
「
日
本
書
鏡
院
選
抜
展
」

	
	

櫻
井
律
子
氏
出
展  

当
住
上
人
鑑
賞

●
5
月
14
日
　（
公
財
）
国
際
仏
教
興
隆
協
会
監
査
会

●
5
月
14
日
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
監
査
会
　

●
5
月
26
日
　
東
京
都
宗
教
連
盟
理
事
会

●
5
月
27
日
・
28
日
　
全
国
宗
務
所
宗
会
・
所
長
会

法要のご案内 （別紙参照）

秋期彼岸会中日法要	 初座：午前11時　第二座：午後 2時　
	 	 動物諸霊法要：正午12時

盂蘭盆会施餓鬼法要

9月23日（火・祭日）

7月16日（水）
動物諸霊法要 	 	 正午
盂蘭盆会法要 
新盂蘭盆会法要（新盆） 　         　

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
友
の
車
に
洗
車
雨

雨
期
晴
間
ポ
ル
ブ
ド
ー
ル
の
古
仏
観
る

夜
陰
に
て
カ
エ
ル
足
元
春
浅
し

病
き
の
友
垣
の
庭
雪
中
花

水
仙
の
黄
色
き
口
は
何
語
る

蕗
の
薹
早
速
汁
に
刻
み
入
れ

慰
霊
堂
三
月
十
日
人
集
ふ

鈴
な
り
に
実
る
が
如
く
馬
酔
木
か
な

春
雨
の
そ
ぼ
降
る
下
に
禊
川

見
え
隠
れ
囀
り
頼
る
枝
の
先

鴉
鵠

俳
句
事
始

如
月　

弥
生　

卯
月　

桑港・日蓮教会	 春季彼岸会・花祭り法要❻
鵠沼・晴明庵	 4月18日	 奉仕刀自報恩法要
猿江・猿江別院	 4月 3 日	 写経会
	 5月 2 日	 猿江稲荷春季大祭
	 	 ・正隆会

3 尺×4 尺＝6 基
3 尺×3 尺＝6 基
2 尺×2 尺＝8 基
詳細は当山までお問い合わせください。

新規墓所ご案内猿江別院御写経会

※毎回、木曜日 13時～19時　

6 月 5 日（木）
8 月 7 日（木）
10月 2 日（木）
12月 4 日（木）

竹灯籠能 × 一之輔落語 

予告予告

「烏山今昔散歩」案内

宗祖日蓮大聖人750遠忌記念 法華宗主催 
静岡・身延団参のご案内

宗祖への報恩感謝の念を高めるべく、法華宗主催、静岡・身延
団参を実施します。今回は大本山光長寺様はじめ、宗祖霊蹟寺院、
宗祖が晩年過ごされました身延山への団参を計画しております。
下記の募集要項により、参加者を募集いたします。

旅行実施日 : 令和 7 年９月 17 日（水）〜 18 日（木）1 泊 2 日
集　　合：17 日 午前 10 時 15 分 JR 三島駅　北口ロータリー前
　　　　　　　　　　　　  （集合場所までの交通費は各自負担）
解　　散：18 日午後 4 時 30 分　JR 静岡駅
募集人員：40 名（定員になり次第締め切り）
参加費用：お一人様 50,000 円（宿泊・移動費・御灯明料等含む）
問い合わせ：〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 2-19-1            　
　　　　　法華宗宗務院  電話 03-5614-3055  FAX03-5614-3056

令和 7 年 10 月 26 日（日）
於 妙壽寺本堂

開演　13：30 （開場 13：00）
演目「百万」

落　　語▶︎春風亭一之輔師匠
竹灯籠能▶浅見慈一師

発　行：令和 6 年 11 月
発行所：世田谷区教育員会事務局
　　　　生涯学習課文化財係

クイズ形式で烏山寺町の歴史・文化
財を紹介。学童の最適な読み物です。
お問合せは当山受付まで。　参加費：500円

3/ 5	 興隆学林卒業式・学務協
3/11	 東日本大震災慰霊法要・布教機関連絡会議
3/14	 法華宗教学発表大会　於 京都キャンパスプラザ
3/24	 法華宗青年伝道隊新隊員錬成開講式　於 京都・本能寺
3/28	 内局会議・法華青年伝道隊新隊員錬成閉講式　同上
4/10・5/9 ・5/27　内局会議
4/11	 千鳥ヶ淵宗門戦没者慰霊

法要❼・奉讃会総務会 
4/21	 法華宗顧問会　
	 於 尼崎・都ホテル
4/22	 興隆学林後援会・諸会議　於 尼崎都ホテル
5/19 〜 22日　第80次定期宗会・責任役員会議・内局会議

61No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　https://www.myojyuji.or.jp令和 7年 6月 1日発行

モクレン

コブシ

ホトケノザ

ツバキ スイセン

ヤマブキ
ソメイヨシノ

草紙洗椿（ソウシアライツバキ）

アセビ

ミモザ

｝午後 2時

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

6 月 14 日（土）	 勉強会 「法華経への誘い」 拝読 12
７ 月 5 日（土）	 写経会
8 月  	 	 休講
９ 月 13 日（土）　	 勉強会 「法華経への誘い」 拝読 1３
10 月 11 日（土）	 勉強会 「法華経への誘い」 拝読 14
11 月 8 日（土）	 写経会
12 月 13 日（土）　	 三千遍唱題会 ・勉強会 「法華経への誘い」 拝読 15

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

❶❶❷❷

❸❸❺❺

本年は終戦 80 年。当山にある釜六（太田近江大掾：おたおうみだいじょう）
制作の江戸期梵鐘（ぼんしょう）は、戦時拠出を免れた。

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary

❹❹

❻❻

3 抱一との交流
　永岡では抱一に多くの作画を依頼します。特に「節句図」や、富士図が確
認できました。ではこれらの交流は単に作画の交流に留まったのでしょうか。
大きな視点に立てば、抱一との付き合いは、若い成美に何かを植え付けたの
かが重大な問題となります。一番は優れたモノ(人生観も含め)の見方。優れ
たモノの見方とは優れた作品を集める心得にもなる。優れた芸術家は、優れ
た批評家でもあり、まさに抱一にこそ当てはまる。そこで新たな永岡家旧蔵品
として尾形光琳筆「秋好中宮図」に着目しました。本作品には抱一による成美
宛の所感が付属し、同家のコレクションに関係したことが確認できます。また
伝源実朝筆「日課観音図」（福岡市美術館蔵）はおそらく抱一没後に、永岡
家が収集したと考えられ、このような幅広いコレクションにも、抱一と成美の交
流が確認できます。特に永岡家と冬木屋の関係が立地という点で確認できたこ
とに加え、実は江戸時代後期の冬木屋は多くの美術品を所持しており、抱一を
はじめとする江戸の好事家も、実際に冬木屋で多くの作品を拝見し記録してい
ました。永岡家との関係した人物のうち抱一や池田孤邨の作品にも注目し、当
時の冬木屋と永岡家の関係をより詳しく紹介します。

４ むすび
　　成美の目指した世界を考える時、名である成美は、本人を語る重要な言葉
と目されます。墓石戒名や、確実な永岡家旧蔵品である五節句図にも、実は「成
美」の押印があり、やはり重要な言葉であると考えられます。単純な読みでは「成
レ美＝美に成る」となり、その意味するところは理想とする世界の創造と理解
することができます。このように考えると抱一の存在は、身近で成美に関係した、
偉大な共鳴者であり師 ( 遊と実 )としての位置付け
が可能となります。
　特に本著作では永岡成美の特質を明確とするた
め、人物比較を行い、浮き彫りにしています。まず
抱一のパトロンという点では大澤永之が著名であり、
次に商家との関係では吉村観阿との比較を行い、
特質を明確にしております。時と人を得てこそなしえ
た永岡家のコレクション。是非この機会にご紹介を
賜れましたら誠に幸甚です（表紙：酒井包一筆、デ
ザイン・奥村靫正氏）。

「酒井抱一のパトロン・永岡成美」（下）

同志社大学  京都と茶文化研究センター 宮武 慶之

百
花
繚
乱

境境

内内
・
陽
・
陽      

春春

❼❼

＊本書をご希望の方は、当山受付にお問合せ下さい。



三
吉
廣
明
上
人	

（
当
住
）

園
田
顕
敦
師	
（
三
吉
廣
明
上
人
徒
弟
）

中
島
正
幸
氏	
（
有
限
会
社
セ
レ
モ
中
正 

代
表
）

令
和
7
年
4
月
21
日

於
　
妙
壽
寺
月
礼
講
・
正
隆
会
に
て

葬
送
の
在
り
方
、
今
昔

鼎 
談

時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
葬
送

住
職　
本
日
は
４
月
の
正
隆
会
と
い
う
こ
と
で
、当
山
先
々

代
の
日
照
上
人
の
祥
月
命
日
忌
で
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
た

だ
い
ま
、お
経
を
ご
一
緒
に
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
お
話
は
、
現
在
、
お
葬
儀
の
形
が
こ
の
何
年

か
で
大
変
激
変
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
長
ら
く
当
山
の
職

員
お
弟
子
さ
ん
と
し
て
お
勤
め
し
て
い
る
園
田
顕
敦
師
と
、

妙
壽
寺
の
お
葬
儀
執
行
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
セ

レ
モ
中
正
の
中
島
正
幸
さ
ん
に
よ
る
鼎
談
「
葬
送
の
在
り

方
、
今
昔
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
ま
た
、
正
隆
会
に

本
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
も
ご
同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
日
、
宗
門
の
千
鳥
ヶ
淵
慰
霊
法
要
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
長
台
下
の
金
井
総
長
は
法
話
で
、
３
年
前
の
総
長
就
任

後
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

戦
争
が
起
き
た
か
考
え
る
と
、
親
を
大
事
に
し
な
い
か
ら

で
は
な
い
か
と
。
つ
ま
り
親
御
さ
ん
の
葬
儀
そ
の
他
の
こ

と
を
簡
略
化
し
て
、
親
に
対
す
る
恩
義
、
あ
り
が
た
み
を

忘
れ
去
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
の
責
任
の
一
端
は
、
や
は

り
我
々
宗
教
に
携
わ
る
者
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
は
ま

さ
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
親
を
思
う
気
持
ち
と
い
う

の
は
、
や
は
り
葬
儀
の
基
本
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　
本
日
の
テ
ー
マ
の
葬
儀
に
つ
い
て
で
す
が
、
私
が
住
職

に
就
い
た
45
年
前
に
遡
っ
て
、
妙
壽
寺
の
お
檀
家
さ
ん

は
や
は
り
元
の
深
川
猿
江
の
江
東
・
墨
田
に
多
い
で
す
が
、

葬
儀
は
自
宅
で
行
わ
れ
、
我
々
僧
侶
が
赴
き
、
町
会
が
総

出
で
、
婦
人
会
が
煮
炊
き
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

中
島
さ
ん
は
、
最
初
は
別
の
葬
儀
社
の
部
長
を
さ
れ
、

そ
の
後
当
山
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
葬
儀
に

関
わ
っ
て
何
年
に
な
り
ま
す
か
。

中
島　
32
年
で
す
。

住
職　
そ
う
で
す
か
。
園
田
師
は
お
坊
さ
ん
に
な
ら
れ
て

何
年
で
す
か
。

園
田　
平
成
４
年
で
す
か
ら
、
33
年
で
す
。

住
職　
で
は
、
２
人
は
ほ
ぼ
同
じ
年
数
で
関
わ
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
中
で
、
町
会
長

が
葬
儀
委
員
長
と
い
う
形
で
、
家
族
が
あ
っ
て
、
家
族
と

そ
の
周
り
を
囲
む
方
た
ち
が
一
生
懸
命
お
葬
儀
を
し
て
い

た
と
い
う
の
が
素
晴
ら
し
く
、
私
は
そ
う
い
う
中
で
住
職

を
40
数
年
前
に
勤
め
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
、
そ
の
30
年
前
に
葬
儀
に
関
わ
ら
れ
た
と
き

は
、
今
思
う
と
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

中
島　
私
が
葬
儀
業
界
に
入
っ
た
の
が
そ
の
と
き
で
、
そ

の
前
は
違
う
業
界
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
私
自
身

は
下
町
で
育
っ
て
い
ま
す
が
、
荻
窪
方
面
の
葬
儀
社
で
し

た
が
、
そ
の
頃
に
は
町
会
は
形
だ
け
で
し
た
。
婦
人
部
も

な
く
、実
際
に
活
動
し
て
い
な
く
て
。
我
々
深
川
の
ほ
う
は
、

そ
の
頃
は
ま
だ
町
会
が
機
能
し
て
い
て
、
葬
儀
と
い
え
ば

町
会
で
会
計
、
受
付
、
婦
人
部
は
接
待
と
い
っ
て
お
茶
や

飲
物
を
出
し
た
り
し
て
い
た
の
が
現
状
で
し
た
。

住
職　
そ
の
頃
は
既
に
山
手
の
町
会
は
、
機
能
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
島　
形
だ
け
で
、
実
動
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
だ
か
ら
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。葬
儀
を
ど
う
や
っ
て
や
る
の
と
い
っ

た
ら
、
そ
の
頃
か
ら
す
べ
て
葬
儀
社
さ
ん
が
行
な
う
。
い

な
い
と
こ
ろ
は
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
、
お
金
を
払
っ
て

で
も
い
い
か
ら
人
を
雇
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な
葬

儀
で
し
た
。
下
町
は
ま
だ
ま
だ
町
会
が
頼
り
で
し
た
ね
。

住
職　

園
田
師
に
お
伺
い
し
ま
す
が
、
三
十
二
、三
年
前

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
や
は
り
お
寺
の
行
事

と
い
う
と
、
先
の
春
の
お
彼
岸
に
は
、
お
は
ぎ
の
数
を

2
0
0
に
す
る
か
2
5
0
に
す
る
か
と
い
う
話
で
し
た

が
、
昔
は
多
い
と
き
は
、
特
に
お
盆
は
多
く
て
7
0
0
、

8
0
0
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

園
田　
あ
り
ま
す
ね
。
最
初
は
お
坊
さ
ん
の
仕
事
と
い
う

よ
り
、
当
時
は
、
所
化
で
あ
る
学
生
が
い
た
の
で
、
私
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
裏
方
の
仕
事
が
多
く
て
、
一
番
多
い

と
き
は
お
盆
で
、
３
升
の
釜
で
９
回
ご
飯
を
炊
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
全
部
自
分
た
ち
で
米
を
洗
っ
て
、
炊
い
て
。

お
弁
当
は
み
ん
な
で
、
お
弁
当
箱
に
詰
め
て
い
ま
し
た
ね
、

当
時
は
。
そ
れ
を
２
回
戦
、
３
回
戦
と
い
う
よ
う
な
時
代

で
し
た
。

住
職　

そ
の
頃
は
お
寺
の
出
入
り
の
久
我
山
に
あ
る
鰻

割
烹
の
ご
主
人
が
、
徹
夜
で
お
か
ず
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
8
0
0
、9
0
0
持
っ
て
き
て
、
弁
当
箱
に
詰
め

る
の
は
婦
人
会
と
お
手
伝
い
の
方
た
ち
で
、
園
田
師
や
亡

く
な
っ
た
安
田
（
顕
実
）
師
が
お
米
を
炊
い
て
詰
め
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
木
製
の
お
弁
当
箱
で
、
１
回
使
っ
た

の
を
ま
た
洗
っ
て
使
う
、
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
。

　
恐
ら
く
日
照
上
人
の
時
代
は
、
婦
人
会
は
前
の
日
か
ら

こ
の
お
寺
に
泊
ま
り
が
け
で
煮
炊
き
し
て
、お
風
呂
も
入
っ

て
、
翌
日
に
備
え
た
と
い
う
時
代
が
多
分
長
く
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
昭
和
と
今
と
で
は
、
や
は
り
家
族
の
あ
り
よ
う
が
大
き

く
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。特
に
平
成
も
後
半
に
な
っ

て
く
る
と
、葬
儀
が
な
い
方
向
に
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。

　
私
、
そ
こ
で
思
い
出
す
の
は
、
私
の
恩
師
は
、
人
が
亡

く
な
る
と
い
う
現
実
は
２
つ
あ
る
と
。
１
つ
は
、
肉
体
と

し
て
の
お
体
を
お
骨
に
し
て
い
く
か
と
い
う
部
分
と
、
そ

の
人
を
ど
の
よ
う
に
お
送
り
す
る
か
と
い
う
尊
厳
の
部
分
。

そ
れ
で
「
三
吉
君
、
そ
の
尊
厳
の
部
分
が
今
抜
け
落
ち
か

け
て
い
る
時
代
だ
」
と
、
そ
れ
は
宗
教
者
の
役
目
も
そ
こ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

仏
教
と
し
て
の
弔
い

住
職　
昭
和
か
ら
平
成
の
前
半
ぐ
ら
い
は
、
今
考
え
る
と

い
い
時
代
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
本
当
に
園
田
師
を

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
じ
か
に
お
檀
家
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
出
向
く
こ
と
を
い
と
わ
ず
、
お
檀
家
さ
ん
の

話
を
聞
い
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
そ
の
じ

か
に
話
を
聞
く
と
い
う
こ
と
も
、
昭
和
か
ら
平
成
後
半
に

変
わ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
。

園
田　
そ
う
で
す
ね
。
も
と
も
と
ご
住
職
か
ら
お
坊
さ
ん

に
な
れ
と
言
わ
れ
て
話
を
し
た
と
き
に
、
私
、
本
当
に
感

お
檀
家
さ
ん
に
は
義
務
づ
け
て
も
ら
う
よ
う
に
お
寺
と
し

て
は
言
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
神

戸
で
し
た
が
、
本
当
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
通
夜
は
や

ら
な
い
け
ど
枕
経
に
行
く
と
い
う
の
で
、
２
つ
合
わ
せ
て

「
通
夜
枕
」
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
。
何
か
艶
っ
ぽ
い
名
前

で
す
が
、
葬
儀
を
や
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
と
。
そ
れ
を

聞
い
た
と
き
に
「
こ
れ
だ
」
と
私
は
思
っ
た
の
で
、
妙
壽

寺
で
も
そ
れ
を
ぜ
ひ
行
っ
て
、そ
の
方
が
ど
う
い
う
人
だ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
お
戒
名
も
つ
か
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、そ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
の
時
期
は
大
変
で
し
た

ね
。
ご
同
業
も
含
め
て
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
ど
う
ぞ
一
言
、

お
願
い
し
ま
す
。

中
島　
ご
住
職
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が

終
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
割
合
的
に

い
う
と
、
例
え
ば
荼
毘
だ
け
と
い
う
の
が
結
構
希
望
が
あ

り
ま
す
。
あ
と
は
１
日
葬
と
い
っ
て
、
お
通
夜
を
や
ら
な

い
で
告
別
式
だ
け
を
や
る
、
あ
と
は
お
通
夜
、
告
別
式
を

や
る
と
い
う
、
今
の
葬
儀
業
界
は
こ
の
３
つ
の
う
ち
の
ど

れ
か
を
希
望
さ
れ
る
方
が
多
い
で
す
。
昔
は
も
ち
ろ
ん
お

通
夜
、
告
別
式
を
や
っ
た
と
い
う
の
が
大
体
８
割
。
コ
ロ

ナ
禍
以
降
か
ら
は
、
荼
毘
だ
け
と
い
う
の
は
１
割
か
ら
２

割
、
１
日
葬
が
６
割
ほ
ど
で
、
通
夜
と
告
別
式
を
や
り
た

い
が
２
割
か
ら
３
割
ぐ
ら
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
で

す
か
ら
、
あ
く
ま
で
、「
私
は
こ
う
い
う
よ
う
に
や
り
た
い
」

と
言
わ
れ
る
と
、
ま
ず
菩
提
寺
さ
ん
が
あ
る
か
ど
う
か
を

聞
い
て
、「
菩
提
寺
さ
ん
と
ご
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

い
う
の
が
私
の
全
て
の
返
事
で
す
ね
、
ど
ん
な
と
き
で
も
。

　
そ
こ
で
お
墓
が
な
い
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
言

い
な
り
に
な
り
ま
す
。
お
経
も
何
も
な
い
、
荼
毘
だ
け
し

て
お
遺
骨
を
お
墓
へ
持
っ
て
い
く
と
い
う
の
で
す
が
、
お

寺
さ
ん
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
お
寺
さ

ん
に
相
談
し
て
返
事
を
も
ら
う
と
い
う
の
が
今
の
私
の
葬

儀
社
と
し
て
の
一
つ
の
答
え
に
は
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
先
は
も
う
答
え
を
待
っ
て
い
る
し
か
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

住
職　
弟
子
職
員
と
も
み
ん
な
で
話
し
て
、
と
も
か
く
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
妙
壽
寺
は
、
お
檀
家
さ
ん
に
対
し

て
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
こ
う

と
い
う
話
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

園
田　
そ
う
で
す
ね
。
今
、
そ
の
中
で
ま
た
、
初
七
日
も

式
に
組
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
と
い
う
。
初
七
日
は
式
場
に

戻
り
遺
骨
供
養
と
一
緒
に
大
体
火
葬
場
に
行
っ
て
戻
っ
て

や
る
と
い
う
の
が
昔
は
一
般
的
で
し
た
。
千
葉
県
は
昔
か

ら
そ
う
い
う
し
き
た
り
で
し
た
ね
、
と
に
か
く
式
の
中
で

初
七
日
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
で
。
そ
う
す
る
と
、

両
方
や
り
ま
す
と
ほ
ぼ
１
時
間
。
私
は
「
１
時
間
取
り
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ご
出
棺
の
と
き
の
お

花
入
れ
の
時
間
が
と
て
も
短
く
な
る
ん
で
す
よ
。
で
す
か

ら
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
ス
タ
ー
ト
を
15
分
早
め
ま
す
と
。
そ

う
じ
ゃ
な
い
と
本
当
に
慌
た
だ
し
く
、お
花
入
れ
が
終
わ
っ

て
最
後
の
お
別
れ
が
ゆ
っ
く
り
で
き
な
い
の
で
と
い
う
の

が
、
こ
の
頃
、
東
京
で
も
一
般
的
で
す
。
初
七
日
込
み
で

お
願
い
し
ま
す
と
。

　
結
局
、
コ
ス
ト
の
こ
と
を
言
わ
れ
る
と
、
私
た
ち
も
断
れ

な
い
。
帰
っ
て
き
て
会
館
を
使
う
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す

よ
と
言
わ
れ
る
と
、
コ
ス
ト
を
安
く
し
た
い
と
い
う
方
に
は
、

や
は
り
「
そ
う
で
す
ね
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

今
木
久
子　
普
通
は
お
骨
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
…
。

園
田　
帰
っ
て
初
七
日
で
す
ね
。

今
木
久
子　
そ
れ
で
、
初
七
日
の
法
要
で
す
ね
。

園
田　

は
い
。
そ
れ
が
今
、
お
葬
式
を
１
回
締
め
ま
す
。

そ
れ
で
、
こ
こ
か
ら
引
き
続
き
初
七
日
を
や
っ
て
、
そ
れ

で
出
棺
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
火
葬
場
へ
行
っ
て
、

解
散
に
で
き
る
ん
で
す
。

雲
下
翠　
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。

園
田　
火
葬
場
へ
行
っ
て
、
ま
た
戻
っ
て
初
七
日
だ
と
…
。

雲
下
翠　
で
も
、
喪
主
は
や
は
り
お
骨
を
持
っ
て
戻
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
。
違
う
の
で
す
か
。

園
田　
そ
う
い
う
こ
と
は
こ
の
頃
は
な
い
で
す
ね
。
で
も
、

と
も
あ
り
ま
す
。
法
華
経
の
最
終
的
な
こ
と
と
は
、
や
は

り
人
の
役
に
立
つ
と
か
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
こ
と

が
非
常
に
尊
い
こ
と
で
す
と
あ
る
の
で
、
で
は
、
亡
く
な
っ

た
方
か
ら
我
々
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
亡
く
な
っ
た
方
か
ら
受
け
取
れ
た
か
、
あ
る
い
は
世
話

し
て
も
ら
っ
た
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
思
う
の
も
、
こ
の

葬
儀
と
い
う
機
会
し
か
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
ね
。
最
後

の
よ
り
ど
こ
ろ
だ
と
思
う
の
で
、
や
は
り
大
切
に
考
え
て

さ
し
あ
げ
た
い
な
と
思
っ
て
は
い
ま
す
。

　
近
頃
、
や
は
り
お
寺
で
の
葬
儀
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ち
ょ
っ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
話
だ
と
、
前
は
こ
う
い
う

方
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
周
り
に
知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら

お
寺
で
や
る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近
は
「
本
当

に
お
寺
の
本
堂
で
で
き
る
ん
で
す
か
」
と
い
う
方
も
結
構

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
今
、
お
寺
の
ほ
う
で
は
、
そ
う
い
う
ご

相
談
を
受
け
た
と
き
は
、
お
寺
は
日
程
さ
え
合
え
ば
お
受

け
す
る
し
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

園
田　

私
も
、
自
分
の
妻
も
お
寺
で
見
送
り
ま
し
た
が
、

妻
の
両
親
も
こ
こ
に
眠
っ
て
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
ご
先

祖
様
の
前
で
見
送
れ
る
と
い
う
の
は
ま
ず
良
か
っ
た
か
な

と
い
う
の
と
、
あ
と
中
島
さ
ん
に
任
せ
て
お
け
ば
飾
り
も

全
部
や
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
本
当
に
よ
か
っ
た
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
や
は
り
ご
住
職
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ

う
に
、「
本
当
に
本
堂
で
や
っ
て
い
い
ん
で
す
か
」
と
い
う

方
の
ほ
う
が
多
い
で
す
ね
。「
ぜ
ひ
、
ご
先
祖
様
の
前
で
お

見
送
り
で
き
る
の
で
す
か
ら
」
と
い
う
話
を
よ
く
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
は
、
日
曜
日
に
や
り
た
い

と
い
う
方
が
お
ら
れ
て
、
何
と
か
や
り
く
り
し
て
、
日
曜

日
午
後
に
お
葬
儀
が
で
き
ま
し
た
。

住
職　
そ
れ
か
ら
、
今
か
ら
８
年
ほ
ど
前
に
猿
江
別
院
の

落
成
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
3
0
0
年
続

い
た
あ
る
総
代
さ
ん
の
家
が
比
較
的
そ
の
近
く
に
あ
っ
て
、

ご
自
分
の
ご
意
思
と
し
て
自
分
の
葬
儀
は
猿
江
別
院
で
や

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
猿
江
別
院
始
ま
っ
て
以
来
の
盛

大
な
葬
儀
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も
中

島
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
近
頃
で
は
、
猿
江
別
院
で
葬
儀
が
あ
り
、
ご
法
事
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
中
島
さ
ん
の
お
知
り
合
い
の
方
な
ど
に

も
お
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
の
こ
の
お
寺
が

1
0
2
年
前
の
関
東
大
震
災
ま
で
あ
っ
た
場
所
に
稲
生
家

の
ご
寄
進
で
再
建
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
大
変
有
用
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
中
島
さ
ん
、い
か
が
で
す
か
、

猿
江
別
院
の
評
判
は
。

中
島　
皆
さ
ん
、
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

住
職　
総
代
婦
人
会
の
中
で
も
、
地
理
的
な
こ
と
も
含
め
、

や
は
り
猿
江
別
院
で
お
葬
儀
を
や
り
た
い
と
い
う
方
も
ち

ら
ほ
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
。

中
島　
は
い
、何
人
か
聞
い
て
お
り
ま
す
。
駅
か
ら
も
近
く
、

評
判
で
す
ね
。

住
職　
今
、
許
認
可
の
問
題
が
あ
っ
て
少
し
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
隣
接
地
に
位
牌
堂
を
中
心
に
し
た
納
骨
施
設

の
工
事
に
入
り
ま
し
た
。
先
般
、
3
月
３
日
に
は
地
鎮
祭

も
行
な
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
皆
さ
ん
に
見
学
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
日
は
葬
儀
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、

７
月
に
は
お
盆
を
迎
え
、
お
寺
に
も
新
盆
の
方
が
た
く
さ

ん
お
見
え
い
た
だ
い
て
、
悲
し
み
の
中
で
盂
蘭
盆
会
を
ご

一
緒
に
皆
さ
ん
と
お
勤
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
山
も
あ
と
６
年
で
創
建
4
0
0
年
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
お
檀
家
さ
ん
の
そ
う
い
う
お
弔
い
を
4
0
0
年
続

け
て
き
た
お
寺
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
ま
た
皆
さ
ん
に
お
護
り
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
中
島
さ
ん
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
正
隆
会
に
兼

ね
て
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
園
田
師
も
、
今
後
と
も
さ
ら
に
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

園
田
・
中
島　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

住
職　
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
了
）

お
寺
で
や
れ
ば
、間
違
い
な
く
そ
れ
で
す
。
火
葬
場
へ
行
っ

て
も
、
お
寺
に
戻
っ
て
初
七
日
で
す
け
ど
、
一
般
的
な
会

場
で
は
「
次
の
お
通
夜
の
準
備
が
あ
り
ま
す
」
と
言
わ
れ

る
と
、
会
場
が
な
い
。
と
い
う
の
が
、
今
は
結
構
、
一
般

的
で
す
。

中
島　

は
い
。
結
局
で
す
ね
、
式
場
は
時
間
貸
し
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
戻
っ
て
か
ら
初
七
日
を
や
っ
て
食
事
と
な

る
と
、
式
場
を
延
長
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
で
、

延
長
で
き
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
お
金
で
済
む
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。「
も
う
駄
目
で
す
。

も
う
延
長
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

そ
こ
は
お
金
の
問
題
と
、
可
能
不
可
能
が
出
て
く
る
の
で
、

そ
う
す
る
と
我
々
葬
儀
社
は
「
お
寺
さ
ん
と
相
談
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
う
か
、「
も
う
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
う
か
で
す
。

園
田　
今
は
多
分
、
私
の
感
覚
で
す
と
９
対
１
ぐ
ら
い
で
、

初
七
日
は
組
み
込
み
で
す
ね
。

住
職　
９
対
１
ま
で
は
い
か
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

園
田　
８
対
２
ぐ
ら
い
は
。

中
島　
式
場
だ
と
そ
う
な
り
ま
す
ね
。

住
職　
た
だ
、
も
う
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
は
、
初
め
て
お
骨

に
な
ら
れ
た
仏
様
に
対
し
て
、「
還
骨
」
と
言
い
ま
す
。「
骨

に
還
る
」
と
書
き
ま
す
が
、「
還
」
は
「
戻
る
」
で
す
ね
。

還
骨
の
お
経
と
い
う
言
い
方
が
あ
り
、
お
骨
に
な
っ
て
最

初
に
お
経
を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
戻
っ
て
。
そ
れ

と
初
七
日
を
併
せ
て
や
る
と
い
う
の
が
も
と
も
と
の
決
ま

り
で
す
。
そ
れ
で
、
大
昔
は
、
初
七
日
は
初
七
日
で
き
ち

ん
と
や
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
も
だ

ん
だ
ん
簡
略
化
、
省
略
化
、
併
せ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

き
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
何
か
ら
何
ま
で
丁
寧
に
や

る
こ
と
が
い
い
と
は
私
も
今
の
時
代
で
す
か
ら
思
わ
な
い

で
す
が
、
や
は
り
大
事
な
お
弔
い
の
そ
う
い
う
節
目
、
折

り
目
を
し
な
い
と
い
う
の
は
、
少
し
残
念
だ
な
と
思
い
ま

す
ね
。
一
体
、
親
に
し
た
っ
て
、
大
事
な
人
に
し
た
っ
て
、

ど
れ
ぐ
ら
い
人
と
し
て
人
生
の
中
で
そ
の
人
と
の
深
い
関

わ
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
丁
寧

に
し
て
い
く
と
い
う
の
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

園
田　
最
後
の
晴
れ
舞
台
で
す
か
ら
ね
。

住
職　
そ
う
で
す
ね
。
も
っ
と
言
っ
た
ら
生
き
た
あ
か
し

だ
と
思
い
ま
す
、
葬
儀
と
い
う
の
は
。
最
後
の
あ
か
し
の

お
見
送
り
で
あ
り
、
告
別
式
と
い
う
の
は
、
こ
ち
ら
側
の
、

生
き
て
い
る
人
間
の
側
の
式
典
が
告
別
と
い
う
言
い
方
で

す
よ
と
。
葬
儀
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
亡
く
な
っ
た
方
を
、

ち
ゃ
ん
と
お
戒
名
を
つ
け
て
、
仏
様
の
世
界
に
み
ん
な
で

お
送
り
し
よ
う
と
い
う
の
が
葬
儀
で
す
と
私
共
の
法
華
宗

で
は
教
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
す
ご
く
大
事
な
の
で
は
な

い
か
と
。

妙
壽
寺
の
葬
送
の
在
り
方

住
職　
我
々
の
正
隆
会
で
は
法
華
経
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
こ
と
と
葬
儀
が
ど
う
つ
な
が
る
か
と
い
う
こ

＊同封のパンフレット「菩提寺で真心を込めたお葬儀」をご参照ください。

正隆会参加者の方 と々共に

動
し
た
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
で
神
父
・
牧
師
さ
ん
は
、
亡

く
な
る
と
き
に
病
院
に
行
っ
て
最
後
の
何
て
い
う
の
で

し
ょ
う
か
…
。

住
職　
洗
礼
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
最
後
の
何
か
お
祈
り

を
ね
。

園
田　
お
祈
り
を
す
る
し
、
最
後
に
亡
く
な
る
人
も
、
悪

い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
懺
悔
し
て
向
こ
う
に
行
く
と
い
う

の
が
病
院
で
当
た
り
前
に
や
ら
れ
て
い
ま
す
と
。
ご
住
職

は
そ
う
い
う
坊
さ
ん
に
な
り
た
い
の
だ
と
。
今
の
日
本
は
、

病
院
に
坊
さ
ん
が
こ
の
格
好
で
行
く
と
、
絶
対
来
る
な
と

い
う
よ
う
な
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
縁
起
が
良
く
な
い

み
た
い
な
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
ご
住
職
は
、
そ
れ
を
本

当
は
や
り
た
い
ん
だ
と
い
う
話
を
聞
い
た
の
が
と
て
も
印

象
的
で
、
そ
う
い
う
坊
さ
ん
も
い
い
な
と
思
っ
た
の
が
ま

ず
あ
り
ま
す
。　
私
は
会
社
を
辞
め
て
か
ら
７
年
目
で
す

が
、
辞
め
て
か
ら
よ
く
枕
経
と
か
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
亡
く
な
っ
て
お
家
に
帰
ら
れ
た
り
、
葬
儀
社
さ
ん

の
安
置
所
に
行
く
の
で
、
本
当
に
皆
さ
ん
が
、
心
が
動
揺

さ
れ
て
い
る
と
き
に
伺
い
、
お
話
を
伺
っ
て
ご
住
職
に
お

戒
名
を
つ
け
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
一
番
悲
し
い
場
面
に

よ
く
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。
私
も
家
内
を
見
送
っ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
と
き
の
気
持
ち
を
考
え
た
ら
、
や
は

り
自
分
が
で
き
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
で
す
が
、寄
り
添
っ

て
あ
げ
る
と
い
う
よ
り
は
、
私
自
身
が
寄
り
添
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
で
い
つ
も
接
し
て

い
ま
す
。

住
職　
で
も
、
そ
う
な
る
と
、
妙
壽
寺
の
お
檀
家
さ
ん
で

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
が
、諸
事
情
に
よ
っ

て
火
葬
場
だ
け
の
読
経
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
は
ど
う
し

て
か
、
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　
少
し
話
を
長
い
タ
ー
ム
で
考
え
る
と
、
私
は
今
、
東
京

都
仏
教
連
合
会
に
関
わ
っ
て
お
り
、
今
度
の
勉
強
会
に
、

正
隆
会
の
課
外
活
動
で
伺
っ
た
千
葉
県
佐
倉
市
の
歴
史
民

俗
博
物
館
の
教
授
を
招
請
し
ま
す
。
そ
の
方
は
葬
送
儀
礼

を
研
究
し
て
い
て
、
昔
か
ら
の
葬
送
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
き
て
、
現
在
ど
う
変
わ
っ
た
か
と
い
う
お
話
を

さ
れ
ま
す
。
私
も
そ
れ
は
ぜ
ひ
伺
い
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
葬
送
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
園
田
師
か
ら
あ
る
種
の
志

を
述
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
中
島
さ
ん
と
し
て
、
状
況

は
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
も
、
ご
自
分
の
中
の
気
持
ち
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

中
島　
私
は
三
十
数
年
間
、
今
で
も
変
わ
ら
な
い
気
持
ち

と
い
う
の
は
、
一
番
の
基
本
は
や
は
り
亡
く
な
ら
れ
た
方

と
い
う
の
が
一
つ
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
近
く
に
い
る
方
が

ど
ん
な
お
気
持
ち
な
の
か
と
い
う
こ
と
。
私
は
葬
儀
社
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
葬
儀
を
や
り
た
い
か
、
そ

の
こ
と
を
ま
ず
聞
く
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、「
う
ち
は

こ
の
よ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
」
で
は
な
く
て
、「
ど
ん
な
ふ

う
に
お
考
え
で
す
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
喪
主
さ
ん
、

ま
た
は
喪
主
さ
ん
に
近
い
方
に
聞
く
の
が
、
今
も
変
わ
ら

な
い
な
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
そ
の
後
の
葬
送

住
職　
二
十
数
年
前
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
十

数
年
前
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
地
球
の
裏
側
で
は

戦
争
が
始
ま
り
、
そ
う
い
う
中
で
、
今
か
ら
５
年
前
に
起

き
た
コ
ロ
ナ
禍
と
、
災
難
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

危
機
的
状
況
の
中
で
、
葬
儀
の
在
り
方
、
や
り
方
が
変
わ
っ

て
き
て
、
追
い
打
ち
よ
り
も
、
何
か
こ
こ
に
至
っ
た
と
い

う
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
人
と
の
接
触
自
体
が
禁
じ
ら

れ
る
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
た
だ
、
妙
壽
寺
の
弟
子
職
員

さ
ん
と
私
が
話
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
決
し
て
批
判

と
か
で
は
な
く
、
お
寺
さ
ん
に
よ
っ
て
は
、
火
葬
場
に
行

か
な
い
と
か
、
ご
遺
骨
と
共
に
お
寺
に
来
て
く
だ
さ
い
と

い
う
お
寺
さ
ん
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
。

　
も
う
一
つ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
遡
り
ま
す
け
ど
、
今

の
総
長
さ
ん
が
総
務
部
長
さ
ん
だ
っ
た
と
き
に
、
お
通
夜

を
や
ら
な
く
な
っ
て
も
必
ず
枕
経
に
は
行
く
と
。
そ
れ
を

三吉廣明上人
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